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第 22 回　長崎県障害者スポーツ大会を開催
　長崎県障害者スポーツ大会は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点からここ２年間
開催できませんでしたが、本年５月 29 日（日）、３年ぶりに、「第 22 回全国障害者スポーツ
大会」の選手選考会を兼ねて、かきどまり陸上競技場を主会場に約 1，000 名の選手・役員
参加のもと開催されました。

「いちご一会とちぎ大会」

　全国障害者スポーツ大会としては４年ぶりの開催となる第 22 回全国障害者スポーツ大会
「いちご一会とちぎ大会」が 10 月 29 日（土）～ 31 日（月）の３日間、栃木県において
開催されます。
　本県は個人競技に 31 名、団体競技に３競技 33 名、合計 64 名の選手を派遣します。
　個人競技は県障害者スポーツ大会の成績を基に選考し、団体競技は九州ブロック予選会
で代表権を獲得した聴覚男子バレーボール、聴覚女子バレーボール、知的ソフトボールの
３チームが出場します。



第 22 回 全国障害者スポーツ大会  長崎県代表選手【64 名】



　前会長から「佐々木さん、障がい
者スポーツ大会に参加しとらんね。
いっぺん出てみんね。」と言われ、
フライングディスクに参戦したのが
６年前。何も解らぬまま競技したも
のの、２種目とも金メダル。
　コロナ中断もありましたが、今年、上五島団長兼選
手として３回目の出場です。練習も一度したきりで全
く自信もありません。地元のライバルと同組だったの
で「金・銀メダルを１個ずつ取ろう。」と笑いながら話
したところ、そのとおりの結果となりました。
　満足いく成績ではなかったので、選考通知が届いた
時は吃驚。ただ、スポーツ大好きオッサンは、「全国
大会出場」の夢が心の隅にあった。ディスタンスは、
30 メートル程度なので厳しいかもしれない。アキュラ
シーはパーフェクトさえ出せ
ば勝てる。そして、長崎に
金メダル１個を俺の手でも
たらす。

　わたしは、10 月に行われるボッ
チャの全国大会に出場します。
　代表に選ばれたときは、とてもう
れしかったです。そして「勝つぞ、
やるぞ」という気持ちも出てきました。
　今、練習では、ジャックボールに
近づけることと相手チームのボールをはじくことをが
んばっています。でも、相手チームのボールをはじく
のは難しいので、ジャックに近づけるのをがんばって
います。学校で疲れているときもあるけれど、全国
大会もあるので、「がんばらんば！」と、やる気を出
しています。
　この間、強化練習に行きました。色々な人と試合を
して、くやしいときは「やればできるよ、紅葉！」と思っ
てがんばりました。また、勝つこともできて自信がつ
いてきました。「自分を信じれば、やればできる」と思
いました。
　全国大会では、ボッチャ部や家族、友達、先生、
みんなのためにがんばります。ピンチのときも、笑顔
を忘れずがんばります。「絶対優勝します！」

　私は武富愛といいます。長崎ろう
女子バレーボール部の主将をしてい
ます。このチームは約８年前、長崎
がんばらんば大会で初出場し、惜しく
も初戦敗退。今回のとちぎ大会出場で
８年ぶり２回目の出場になります。
　私は、長崎がんばらんば大会の翌年に入部したので、
私自身は初めての全国障害者スポーツ大会出場となり
ます。プレッシャーもありますが、楽しみの方が大き
いです。これまで、人数不足により廃部の危機に追い
込まれたこともありましたが、なんとかここまで大き
くし、全国大会に出場できるようになり、感慨深いも
のがあります。
　私たちのチームは、中学生から還暦を過ぎた方まで
年齢の幅が広く、監督・コーチ・マネージャー・手話
通訳者を含め 14 名が所属しています。性格もプレー
スタイルも違いますが、お互いが励ましあいながら、
心を一つにして練習に励んできました。練習で流した
汗を無駄にせず、大会に全力で挑み、全力で楽しんで、
私たちらしいバレーができたらいい
なと思います。
　皆さんの応援をよろしくお願いし
ます。

　令和４年９月 14 日（水）、長崎県
では初めてとなる国民体育大会・全国
障がい者スポーツ大会、合同での県
選手団結団壮行式において、県選手
団代表として「決意のことば」を述
べさせていただきました。
　全選手の今日までの努力、多くの
苦労、そして関係者の皆様への感謝の想いを代弁いた
しました。
　今回、私は水泳競技に出場します。先天性の病気に
より、１歳半に右足膝下を離断してから義足生活も約
40 年になります。40 歳を超えた私に、今回の出場に
向けて背中を押してくれたのは家族でした。応援して
くれる家族、そしてスポーツを最高に楽しめる今回の

「いちご一会とちぎ大会」の出場機会を与えいただいた
関係者の皆様へ感謝の想いを胸に、最後まで諦めずに
戦います。
　東京パラリンピック開催以降、「パラスポーツ」とい
う言葉が更に広がりつつあります。障がいの有無に関
わらず、共生社会実現に向けて、スポーツを通して健
康で幸せな人生を謳歌したいと思うことは誰もが願う
ことではないでしょうか。
　長崎県選手団として全力を尽くし、長崎県の未来の
若い子どもたち、そしてスポーツを楽しむ人への勇気
と希望の一助になれたらと思っております。

　全国障害者スポーツ大会は、台風や新型コロナウイルスの感染拡大により３年間開催が中止され
ていましたが、４年ぶりに、待ちに待った「いちご一会とちぎ大会」が栃木県において開催されます。
　競技毎に８月から強化練習が行われており、全国大会に向けての機運も高まっていますが、選手を
代表して４名の方に意気込みを寄せていただきました。

「いちご一会とちぎ大会」

バレーボール競技（聴覚・女子）武富　愛

フライングディスク競技　佐々木 文明

水 泳 競 技 　森田 拓郎

ボッチャ競技　酒井 紅葉



スポーツ活動の情報
新 規 会 員 紹 介

　皆様はじめまして。
　長崎県障がい者乗馬クラブの藤村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　当クラブは乗馬愛好会という形で、障がい者で馬術競技を目指す方、ホースセラピーで馬に
乗る方、その活動に賛同する健常者の会員様を現在も広く募集しております。入会金や年会費は
無料となっておりますので、気になられた方はお気軽にお問合せいただけたらと存じます。
　当クラブのモットーは、それぞれご都合の良い場所で馬と触れ合っていただくことを第一に
しております。県内の様々な障がい者施設でもホースセラピーを取り入れておられ、馬の日は
参加人数が多いというお話も伺いました。ホースセラピーは、元々傷病兵のリハビリから始ま
りましたが、その効果は身体のみならず精神面にも良い影響を与えることがわかっています。
　私自身はホースセラピーからスタートし、現在は馬術競技に
取り組んでおります。天気の良い日曜日に、諫早干拓の里馬事公
園にて障がい者馬術のレッスンを受けており、11 月には全国障が
い者馬術大会に出場する予定です。上肢下肢障害があり、馬に乗
る前の準備や降りてからのお世話が 1 人では難しいため、会長で
ある夫にサポートしてもらっています。
　会員様の人数が多くなれば、一緒に乗馬レッスンをしたり、
乗馬に関するお話をしたいと考えております。先では、パラスポーツ
選手やスポーツ選手の公演開催を考えております。
　馬好きな方の入会を心よりお待ちしております♪

　私共、チャレンジドボクシング連盟は、障がいを持つ方もボクシングの楽しさや素晴らしさ
を享受されるべきという理念の基にスタートしました。
　私が代表を務める佐世保市のウルフパックハウスボクシングジムの会員様が事故により車椅
子生活になられたのがきっかけです。車でお一人で来られてから帰られるまで、サポートを受
ける事なくジムで熱心に練習をされる姿に心を打たれました。
　事故後の練習に復帰されて程なくして、WBC（世界ボクシング評議会）の組織のもと、世界中で
社会貢献活動を行っている WBC ケアズからのお誘いをいただいてからは、イベントや取材にも
積極的に参加しております。イベントでは、世界チャンピオンや著名人による車椅子ボクシン
グ体験等をしていただき、新聞、テレビ、雑誌等で紹介されました。
　現在では、当ジムの SNS やブログで練習風景をご覧になって興味を持たれた方々との交流が
増えております。
　ボクシング競技の特徴としては、肩の
可動域を広げる動きや背筋の筋力アッ
プ、体幹も強くなり、サンドバッグを打
つことでストレス解消にもなります。
　これからパラリンピックの種目登録を
目標に活動を拡げ、沢山の方に車椅子ボ
クシングを知っていただけるよう、努力
して参ります。

長崎県障がい者乗馬クラブ

チャレンジドボクシング連盟
代表　森　進至

代表　藤村 美来



　昨年９月にＶ・ファーレン長崎から寄贈していただい
たユニフォームの内 20 枚を、ご要望にお応えして去る
９月７日（水）に当協会の会員である長崎ソーシャルフッ
トボールクラブへ贈呈いたしました。
　同クラブを代表して、前田大輝氏から、「贈呈してい
ただきありがとうございます。練習等で活用させていた
だきます。Ｖ・ファーレン長崎がＪ１に昇格され更に活
躍されることを願っています。私たちも全国大会でがん
ばります。」とのお礼の言葉をいただきました。

Ｖ・ファーレン長崎ユニフォームの贈呈

令和 3 年度　長崎県障害者スポーツ協会表彰

令和４年度
障がい者スポーツ指導員スキルアップ研修会を開催しました。

特 別 功 労 賞 ：九州ガスホールディングス・
                          平林　 章
功 　 労 　 賞 ：池田　 篤・飛口　 廣・
        　　　　　 森山 惠利子
優秀指導者賞 ：野沢 邦彦
優 秀 選 手 賞 ：太田 歩美・堀江 大紳・
　　　　　　　 臼木 大悟

　６月 19 日（日）令和 4 年度一般社団法人長崎県障害者スポーツ協会の定期総会において、
令和３年度長崎県障害者スポーツ協会表彰の授与式を執り行いました。

◆目　的：障がい者スポーツ指導者が、その資質向上及び情報交換によ
　　　　  り緊密な連携を図ることによって、障がい者スポーツ・レク
　　　　   リエーションの振興・発展に貢献すること。
◆開催日：令和４年９月 17 日（土）
◆会　場：小野体育館（諫早市黒崎町）
◆参加者 ： 34 名（公認指導員 20 名、一般 14 名【地域スポーツ推進員等】）
◆内　容 ： 車椅子バスケットボール・スラローム・ふうせんバレーボール・
　　　　　卓球バレーの４種目を体験実習
　「同じ班の仲間とコミュニケーションをとりながら、知らない競技を
楽しく体験できてとても良かった。」等の感想をいただきました。

（敬称略）



長崎県障害者スポーツ協会 検索

例年どおり、障がい者のスポーツ振興と競技力向上に当たる指導者を養成する目的で実施します。

◆開催期日：令和５年１月 14 日（土）、15 日（日）、21 日（土）、22 日（日）の４日間
◆開催会場：サン・アビリティーズ佐世保（佐世保市干尽町）
　　　　　　佐世保市労働福祉センター（佐世保市稲荷町）
◆対 象 者： 県内在住の方で、障がい者スポーツ・レクリエーション活動従事者や、
　　　　　　興味のある方。
                     または、今後障がい者スポーツ活動の振興に協力し、貢献する意欲のある
                     受講年度４月１日現在 18 歳以上の方。（全日程に参加できる人に限ります）
◆募集定員：20 名（申込先着順とします）
◆申込期間：令和４年 11 月 14 日（月）から 12 月９日（金）まで

※（一社）長崎県障害者スポーツ協会のホームページでも確認できます。

◆開  催  日：令和４年 11 月 27 日（日）
◆会　　場：森山スポーツ交流会館（諫早市森山町）
◆参加資格：①県内在住の全ての障害手帳交付及び交付に準ずる障害のある方
　　　　　　②令和４年４月１日の年齢が 13 歳以上の方
◆競技種目：①個人戦Ａ（全国障害者スポーツ大会障害区分仕様）
　　　　　　②個人戦Ｂ（すべての障害者を対象）
　　　　　　③団体戦　  （すべての障害者を対象）
◆申 し 込 み
  ＊参  加  費：1 人１，000 円（傷害保険料及び弁当代込み）
  ＊申込方法：申込用紙に記入後、郵送またはＦＡＸ
  ＊申込締切：令和４年 10 月 31 日（月）必着

■ＴＥＬ：095-894-9686　■ＦＡＸ：095-849-4703

長崎県障害者スポーツ協会 検索

※ 長崎県障害者スポーツ協会のホームページでも確認できます。

ＴＥＬ：095-894-9686　ＦＡＸ：095-849-4703
お問い合わせ

令和 4 年度　障がい者スポーツ指導員初級養成講習会を開催します

長崎県障がい者ボッチャ大会を開催します



　

令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日まで

令和 3 年度　
一般社団法人長崎県障害者スポーツ協会事業報告及び決算報告

（令和 4 年度総会で承認されました。）

決 算 報 告

事 業 報 告
Ⅰ．はじめに
　昨年につづき、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、長崎県障害者スポーツ大会をはじめ、多くの事業が中止を余儀
なくされました。
　本協会の設立目的に沿い、障害者の健康体力の維持増進のための指導体制を整備し、障害者スポーツのなお一層の普及振興を図るこ
とを目的として、障害者の社会参加推進の要となる諸事業に取り組みました。
　さらに、近年、障害者スポーツを取り巻く国の施策、社会環境の変化に対応することを目的に、公益財団法人長崎県スポーツ協会へ
加盟し、組織の活動のなかで加盟団体との連携を図り、県民障害者スポーツのさらなる普及強化を促進しました。
　一方、夏に開催された「東京 2020 パラリンピック」については、本県で開催された聖火フェスティバル集火・出立式に積極的に参
加協力し、大会開催を盛り上げることができました。
　「東京 2020 パラリンピック」においては、協会組織の中で育成強化された３名の選手が活躍し、その雄姿は、県内はもとより国内
外に大いにアピールすることができました。
　さらに、協会の組織強化の基盤作りを目的に「福祉販売」、「テーマ募金」などの事業も積極的に推進しました。
Ⅱ．総　  括
１．会　　議
　（１）総　会：令和３年６月 22 日（火）書面議決
　（２）理事会：令和３年５月 20 日（木）、令和３年５月 27 日（木）（書面議決）、
                           令和３年７月 19 日（月）（書面議決）、令和４年３月 17 日（木）に開催
　（３）正副会長会：令和３年５月 12 日（水）、令和４年２月 25 日（金）に開催
Ⅲ．実施事業
１. 第 21 回長崎県障害者スポーツ大会の開催（受託事業）
　  　新型コロナウイルス感染症の拡大を予防するため、本感染症に関わる社会的状況を総合的に勘案し、開催を中止した。
２. 全国障害者スポーツ大会選手団強化練習及び派遣事業（受託事業）
　 　 「第 21 回全国障害者スポーツ大会」が 10 月に三重県において開催される予定だったが、新型コロナウイルス感染症予防対策の
　  　観点から中止となった。
３. 障害者スポーツ普及・活性化事業（受託事業）
　（１） 障害者スポーツ人材バンク（現在の登録者 104 名）
　（２） 障害者スポーツ・レクリエーション教室の開催
　 ① 普及研修会の開催状況：２カ所 18 名参加　② 普及活動の開催状況：６カ所 約 327 名参加　③ 普及教室の開催状況：６カ所 168 名 参加
　（３） 各団体競技チーム等の競技力向上のための支援
４. 東京パラリンピック等アスリート特別強化事業（受託事業）
　　本県在住の、東京パラリンピックやデフリンピックに向けて出場が期待される選手が、JPC 加盟競技団体が指定する国内外の
　　各種大会、強化合宿に参加するために必要な遠征等に対して支援を行った。
５. 障害者スポーツ振興事業
　（１） 地域スポーツ交流事業　　（２） 障害者スポーツ指導員養成事業　　（３） 障害者スポーツに関する調査研究事業
　（４） 障害者スポーツ活動等支援事業　　（５）広報・公聴事業
Ⅳ．物品販売事業の推進（福祉販売：売り上げ活動会員 23 団体）
Ⅴ．障害者スポーツ活動等振興助成事業
　　申請の５団体５事業に対し、各種大会への派遣事業及び開催事業に助成した。
Ⅵ．赤い羽根募金「テーマ募金」（70 件：１，694，968 円の募金があった。／令和４年度助成分）
Ⅶ．その他の事業
　（１） 障害者スポーツ協会・賛助会員の増員について
　　　・団体賛助会員・・・・・・・・・・31 団体【７団体増】　・個人賛助会員・・・・・・・・・629 名【106 名増】



賛助会員（個　人）
大串近太郎　　鬼塚　富美　　亀田　信樹 　　奥野比呂志 　松﨑ヨシ子 原口留美子　　野口　明子　　﨑村　俊策
田渕　勝利　　馬場由美子　　永間　忠康 　　仁藤　和彦 　吉田　　稔 林田　徹也　　荒木　唱子　　横部　潤二
冨田　光男　　松森真理子　　藤村加奈子 　　吉田　俊介 　後田　博智 笠田　八生　　川口　祐汰　　西村　玄人
濵下　太郎　　山口　知子　　児玉浩三郎 　　宮崎　深幸 　野澤　由夏 尾崎　泰規　　入江　　勝　　飛口　　廣
山本　光司　　島　　安洋　　中路ヱミ子 　　豊﨑えい子 　中濱　康平 永山　安幸　　吉井　　啓　　梶　　耕輔
梶　　　愛　　永間佐代子　　真鳥　市郎

県立島原特別支援学校
近藤　亮二　　長下　芳寿　　河村　德明 　　寺坂　淳子 　布澤愛里咲 福島　孝則　　田浦さと美　　宮地　康平
田口　裕也　　村上　貴之　　奥野　智美 　　狩野　邦徳 　稲田　宏子 鶴田　明希　　長門　祐紀　　中村　結城
内田　優香　　林　　洋行　　隈部　憲也 　　塩田　清美 　小川　光洋 天野　健二　　園田　友美　　松原真由美
吉永　美予　　松﨑　一孝　　竹末奈瑠美 　　戸羽　義文 
県立鶴南特別支援学校       
影本　正樹　　冨永　貴稔　　松川　　昇 　　大串　尚央 　下田　美紀 亀田　　優　　河村　憲成　　荒木　七菜
三山翔太郎　　木山　萌子　　貝原　由子 　　永山　春花 　永田亜希子 磯田　幸子　　亀井　ひろみ　福田　　歩
﨑戸加菜恵　　田渕　康代　　髙木　　元 　　村田　大輔 　梶村　　恵 德永　　雄　　前田　美和　　田上　亜未
小川　裕明　　泉田慎太郎　　豊村健士郎 　　田中　　聡 　野坂　敦子 朝長　清則　　橋本彩弥華　　新納　友二
中辻　祐子　　牟田　康子　　池永　健豪 　　竹森　歩夢 　田中　達也 楢林　佳明　　牟田　光成　　浦川　拓真
末村　秀輝　　袖﨑　　舞　　太田　春香 　　末次　明子 　梶原　藍子 荒濵　智子　　河原　郁子　　濵田　美香
内田ひかり　　友永　光幸　　岩﨑希代子 　　髙谷　有美 　泉　英里奈 森　　信博　　髙尾なつき　　藤本　由紀
中村　　貢　　樫山由紀子　　池田　小雪 　　本多　　徹 　吉田　治子 岩永　広喜　　髙尾　隼也　　大崎　　尚 
下田　淳康　　桑戸　りな  
県立盲学校       
下田　勝美　　山田　政博　　畑中　清二 　　峰平真理子 　野﨑　優花 井上香菜美　　矢島　卓弥　　東濵　　啓
田中　雄一　　西村　博之　　山脇　康彦 　　深潟　　睦 　木村冨貴子 田中　　英　　守山　和喜　　石山由紀子
竹添　公太　　片山　　奨　　池田　眞弓 　　森　　真之 　宮﨑　真代 吉田　清美　　森内由里子　　石田　留美
石田　京子　　建野　圭美　　白石　英子 　　内野　博子    
県立ろう学校       
柴田　寿恵　　坂本　志子　　安田　　誠 　　野本　晃希 　池下　寿美 冨田　綾美　　山口　純範　　秋山　雅子
脇山　大輔　　深堀　睦美　　西川　友香 　　渡邊　佳恵 　西水　和美 竹市　弥生　　伯野　陽子　　桑宮　みほ
松﨑　彩香　　磯田　綾乃　　萩島　彩夏 　　田中　隆一 　川波　麻弥 瀬戸　幸太　　山本　　操　　吉岡ももか
高原　千恵　　内田　友和　　久田　政司 　　小野　俊哉 　森　亜有美 梅本　健一　　北村美希子　　布澤　慶多
森川さより　　岩永知佳子　　武　　尚子 　　野中　玲子 　寺﨑　千博 品川　哲哉　　烏山　志保　　中村　　臣
野沢　邦彦　　森　いづみ　　横山　徹志 　　菅　晴瑠奈 　北川　正宏 戸上　敦史　　大山　晋介　　野中　貴志
伊藤　善弘　　脇川　怜子　　下原　一郎　　　髙瀬　康洋 　森　　和裕 田中裕紀子　　松尾　真治　　長岡　純斉

賛助会員（団　体）
株式会社　岩永印刷　　　　　　　　　　　株式会社　メモリード  　　昭和スポーツ 
東武トップツアーズ株式会社　長崎支店 株式会社　クリエイトオフイス 　　Nagasaki Trainer Club（ナガサキトレーナークラブ） 
名鉄観光サービス株式会社　長崎支店 株式会社　ひろたか  　　和風スナック　篝火 
株式会社　クレイン　いずや  ヨシイスポーツ  　　　       　上五島建設　有限会社 
日本紙工印刷　株式会社  　　　　長崎県営バス観光　株式会社 　　株式会社　ライフテック 
協和機電工業　株式会社  　　　　和光スポーツ　　　　　　　　　　　　株式会社　昭和堂　　 
ＮＰＯ法人　すみよし  　　　　社会福祉法人　むつごろう会 　　えぼし学園 
社会福祉法人　佐世保市手をつなぐ育成会 社会福祉法人　民生会カイゼ事務所　　さんらいず 
社会福祉法人　島原市手をつなぐ育成会 社会福祉法人　米寿会　あゆみ園 　　ＮＰＯ法人　ふれあいネットワーク・ピア 
社会福祉法人　悠久会  　　　　社会福祉法人　米寿会　杉の木ホーム　テイクオフ ( 株 )　グループホーム あいびぃ 

社会福祉法人　ゆうわ会  　　　　社会福祉法人　山陰会　普賢学園 

〜 御 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 〜
◆ 賛助会員一覧

一般社団法人　長崎県障害者スポーツ協会令和 4 年度



県立希望が丘高等特別支援学校       
松尾　徳男　　坂本　　務　　小森　誠之 　　山下　真二 　野中かおり 林田ちどり　　浦濵　　淳　　日髙　政彦
吉田さやか　　平本　衛治　　松下　明雄 　　黒川　恵里 　山口由紀子 駕屋　雄大　　辻　　雅子　　髙木　良美
井村　貴司　　宅島　秀和　　古賀美穂子 　　小森　信夫 　綾部　恭介 浦　　雄大　　浦川　　心　　立木　佳代
前田　真一
県立佐世保特別支援学校       
川副　秀夫　　伊東　健史　　大町　江里 　　福川　隆司 　田添　昌代 尼﨑　直美　　古川　　出　　池田　章洋
木戸　美樹　　藤田　　彩　　吉永　昭子 　　上田美穂子 　山本　歩加 古川　貴子　　楠本　　剛　　山村　幸美
野口　優衣　　山下　裕子　　坂田　信吾 　　和久　裕磨　　板坂佳世子 山本伊之助　　金子　辰則　　村山　　光
川添　健二　　前川可那江　　貞松　涼太 　　宮﨑　俊博 　三宅　沸子 林　　早苗　　熊本　　翔　　山本　政一
井口あゆみ　　國本るみ子　　永尾　泰子 　　北浦　葉二 　柏田　裕子 大石　明弘　　石村　　恵　　友松　博美
古川　真弓　　森川　匡理　　辻　絵津子 　　吉原　栄子 　川下ゆかり 岡本　琢磨　　小佐々美子　　山下　実咲
石橋　京子　　向井　美保　　上村　佳史 　　合家　彰子 　久保　裕之 船場　幸一　　阿納　健一　　山中里恵子
田中　　均　　宮﨑　智美　　澤井幸八香 　　川口　英隆 　村田　伸一 長野　裕子  
国立長崎大学教育学部附属特別支援学校      
菅　　昌徳　　森川　　元　　杉田　　崇 　　得永　　剛 　網代比呂恵 浦江　活子　　森　美紗樹　　宮川　　明
青木　良美　　竹下　成彦　　池田　麻希 　　山中　祐造 　古川　　透 髙野　歩実　　三浦由香子　　神嵜　慎也
修行　莉央　　八重石憲佑　　山田　勝大 　　内藤　理子 　石塚　大夢 谷本かおり　　佐藤　公彦　　假屋　健太
宮﨑美緒子　　勘田　陽子　　板羽　絵理 　　中村　詩織 　矢野　隆二 上村　正人 
県立諫早東特別支援学校       
田中　昭二　　酒井　美和　　篠原　裕美 　　丸内　一哉 　北島　志学 大町　美緒　　村田　勝彰　　小原　基子
小瀬良亜紀子　　西村　優子　　山口美代子 　　山川恵美子 　田口　直軌 德永のぞみ　　山田　勇来　　松村　　彩
辻　　彩美　　床井由紀子　　松﨑　有志 　　立花　みか 　永野久留美 原田奈穂子  
県立川棚特別支援学校       
松田　竜司　　安藤真由美　　平井　明美 　　浦　　雅量 　松永　　啓 宮崎由紀子　　長門　澄枝　　高田　愛香
島田千賀子　　住田聖樹子　　橋本　明和 　　岡野　裕介　　池口　朗子 吉元　　昴　　中島　直子　　中村　貴子
廣重　達子　　松尾　千春　　梅野　薫代 　　川尻　由紀 　喜久亜紀子 木下久美子　　三根真希子　　原田　直人
加藤　貴史　　立野　京子　　濵岡　早苗 　　豊田　　真 　中原　良子 久留　啓照　　宮﨑　竣伍　　假屋　依子
野口　政樹　　近藤　英二　　田平　洸太 　　野中　寿伸 　川尻　拓寛 米村　　誠　　平子　欽也　　佐藤　照幸
県立諫早特別支援学校       
平田　昭輔　　伊藤　彰浩　　西山　幸代 　　小瀬良和文　　伊藤　智廣 福田　賢吾　　立岡　里香　　小川　　亮
塩塚　真史　　浦川　恭子　　中村由紀子 　　松下　ゆり 　濱田絵梨子 石井あけみ　　松尾　美咲　　甲斐田奈保
土井　高志　　武田祐太朗　　松下　周平 　　渕山　愛美 　山中　まい 藤本由紀子　　本間　有馬　　﨑戸　孝文
田渕　麻子　　宮永　伸子　　小栁翔太郎　　　相川　紗代 　黒板　紀昭 伊達　賀子　　植松　史子　　村田　　萌
草加　和子　　永尾　明美　　森　　貴子 　　田中聡一郎 　近藤　典子 荒木　靖大　　山口　博司　　松永　　健
井手　慶子　　佐藤あおい　　山本　美香 　　波多野康代 　林　　裕基 苑田　幸敬　　森　　　央　　松﨑　智美
本村　朋子　　上村真由美　　池田　舞湖 　　荒木　美保 　森　真紀子 俣野真由美　　山口　郁子　　梶　　礼華
吉田奈々子　　山下　真瑚　　筬島佐都美 　　阪上有貴子 　山田豊美香 山野　晴天　　嶋本　育子　　吉次ゆりえ
戸田　恵美　　中溝祐佳里　　岩永　智子 　　竹田美佐子 　古川香美由 松下　優美　　鶴田　和文　　中村　洋子
德永　真一　　田﨑　哲二　　辻　政太郎 　　古賀　克己 　水田　智美 川辺　伸浩　　青井　順子　　田峰真須美
本田　公美　　白石　悦子　　木村　　摂 　　山本　智郎 　坂口　弘子 田島　裕美　　林田　卓明　　戸羽　成子
栁　兼太郎　　白石　　晃　　薮　日香里 　　藤井　留美 　吉野　智美 吉田のり子  
県立大村特別支援学校       
小川　由香　　佐仲　紀子　　嶋田　万将 　　小川　浩美 　本田　洋一 中村　優志　　貝原　良太　　永澤　梓穏
平子　直美　　溝脇　雅子　　松下　綾花 　　三藤　理絵 　松川未智子 友永　　央　　上田奈緒美　　近藤　史織
山口　明子　　岩城　太郎　　田川　美佳 　　井村　義昭 　栁　　知圭 長瀬　清美　　野坂　知布　　森下　聡美
今里　智子　　杉本　倍達　　ハモンド 久美子

令和 4 年 9 月 30 日　現在



・団 体　　
  １口　5,000 円より
・個 人　　
  １口　1,000 円より

■ 賛 助 会 員

・障がい者団体
  １口　5,000 円の２口より
・スポーツ競技団体
  １口　5,000 円より
・その他の団体
  １口　5,000 円より

■ 正 会 員

◆ 正会員一覧【会員数：73】

入会方法につきましては、協会事務局にお問い合せ下さい。
℡：095 ｰ 894 ｰ 9686

　今月 29 日から、いよいよ第 22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」が開催されます。
　台風が接近したり、新型コロナの感染が拡大したために、ここ３年間連続で開催できませんでしたの
で、４年ぶりとなる待ちに待った全国大会です。強化練習や結団壮行式に参加させていただきましたが、
やっと全国大会に参加できる喜びや意気込みをひしひしと感じました。
　けがなどすることなく、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮され、全国の仲間との交流も深めながら、
有意義で今後に繋がる貴重な体験をしていただければと心より願っています。　　　　　　　　（Ｔ）

　一般社団法人長崎県障害者ス
ポーツ協会は、スポーツ活動を通
じて障がい者の自立と社会参加の
促進に寄与するため、様々な活動
に取り組んでおります。
　協会の運営と主たる事業の実施
につきましては、主に県、市、町
の補助金と委託金によって賄われ
ておりますが、障がい者のスポー
ツ振興をさらに図っていくために
は、協会独自の事業、対応も推進
していかなければなりません。こう
した取り組みを行うには会員の
皆様からの会費収入など自主財源
が必要ですので、趣旨をご理解い
ただき、何とぞ多くの皆様のご賛
同をいただきますよう、よろしく
お願いいたします。


